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　カリキュラムの改定にともない「経営情報科学H」に新たにプレゼンテー
ションの実習が導入された。ここでは「経営情報科学H」を受講したクラ
スの成績報告および同じクラスに対して行なった授業アンケートの調査の
分析結果を報告する。これらの結果をもとにプレゼンテーションの実習の
教育効果について考察を行なう。
1．はじめに
　前回の報告1では1996年度に「経営情報科学」を担当した6名の教員に対
しアンケート調査を実施した結果を報告した。その結果によると、講義内
容の全てについて「講義する必要があること」、内容の一部については「教
員側が思っているほどには学生が理解していない項目」もあるが、実習項
目の内容の程度はほぼ「普通」のレベルであり、「学生達は理解したもの」
と受け取っている、ということであった。これから、コンピュータを利用
した「読み」・「書き」の技術を教えるという意味では、講義を行う側と受
ける側のいずれの側から見ても、十分その目的は達成したと言える。しか
し、マニュアルに載っている例題をそのままただ入力して実行するだけで
は応用力はつかないであろう。学生達にとって次に求められるのは、自分
達が身につけたコンピュータ利用の能力を活用して問題解決に役立てる、
という能力である。
　パソコンが普及し、中学・高校の段階で基本的な「情報リテラシー教育」
を受けた学生が徐々に入学するようになって、本学の情報教育の基幹科目
である「経営情報科学」も改定する必要が生じた。
　経営学部における情報教育の意味は、現実のデータを入手・処理するこ
とによって経営学の学習と理解を容易にすること、また、そのデータをも
とに良質の意志決定を行う訓練をする点にある。したがって、その意味か
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ら言って、これからの情報教育の主たる目的の1つとして、rたくさんの情
報の中から必要な情報だけを選びだし、それらを整理統合して付加価値の
ある情報へと加工し、第三者に発表できる能力を学生達に身につけさせる」
必要がある。CDROMの普及やインターネットの発達によって、我々は
多くの情報を従来に比ぺて格段に少ない労力で入手し、利用できるように
なった。そのような状況を考えると、これからは情報基礎教育においても、
「ワープロ」・「表計算」・「電子メール」の情報リテラシー教育だけでは不
十分であり、これらの豊富な情報源を積極的に利用していくための教育が
必要である。
皿．カリキュラムの改定
1．高校における情報教育の改定
　2003年度（平成15年度）から実施される新しい高校教育課程では普通科
に「情報」が設けられ、「情報A」・「情報B」・「情報C」と3科目のうちの
1科目を必修すること、となった2創4。
　教育課程「情報」の教科全体としての目標は「情報及び情報技術を活用
するための知識と技能の習得を通して、情報に関する科学的な見方や考え
方を養うとともに、社会の中で情報及び情報技術が果たしている役割や影
響を理解させ、情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度を育てる」
となっている。
　なかでも「情報A」の目標は、「コンピュータや情報通信ネットワークな
どの活用を通して、情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な知
識と技能を習得させるとともに、情報を主体的に活用しようとする態度を
育てる」であり、実習に重きをおいた内容となっている。ここでいう、「情
報の収集・発信と情報機器の活用」の具体的な内容とは「情報通信ネット
ワークやデータベースなどの活用を通して、必要とする情報を効率的に検
索・収集する方法を習得させると共に、情報の収集・発信の際に起こり得
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る具体的な問題及びそれを解決したり回避したりする方法の理解を通して、
情報社会で必要とされる心構えについて考えさせる。」というものである。
2．「経営情報科学』の改定
　以上のような状況を踏まえて、2年間ほどの準備期聞を経たのち、「情報
の収集・発信」の能力をつけさせる目的で、「プレゼンテーショ．ン」を情報
教育に導入した。本稿ではその具体的な内容と実施後の学生の成績報告、
同じく実施後に学生を対象として行った授業アンケートの結果を紹介する。
そして、この結果を元に、「プレゼンテーション」の実習の情報教育への導
入の成否とその改善点について分析を行う。
　さて、1999年度のカリキュラム改定によってセマスター制となり、前稿
で述べた通り、通年科目の「経営情報科学」はそれぞれ半期科目の「経営
情報科学1」と「経営情報科学H」になった1。
　その後決定した「経営情報科学1」の内容は以下の通りである。
1．パソコンの基本操作
2．目本語入力（基本操作と辞書の使い方）
3．メール環境の設定・電子メールの送受信
4．インターネットの接続準備とブラウザの使用法
5．コンピュータの役割
6．ハードウエア
7．ソフトウェア
8．インターネット
9．情報倫理
10．文書処理ソフトの活用
??????????
　また、「経営情報科学H」の内容は、「経営情報科学1」に続くものとし
て、以下の通りである。
　　1．スプレッドシート（表計算ソフト）活用法　　　　　　　　6週
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2．パソコンを活用したプレゼンテーション
3．プレゼンテーション（発表）
4．インターネットによる情報の発信法
????
皿．プレゼンテーションについて
1．プレゼンテーションとは
　「プレゼンテーション」とは「話し手が聞き手に対して明確な意図をもっ
ておこなう情報（知識、アイディア、意見など）の提示である」と定義す
る5。プレゼンテーションというと普通はまず研究発表や講演などを考える
ことになるが、会社における新製品の紹介・販売促進活動なども含めて考
えることができる。人数の規模で言えば、1人対1人の対面形式でおこな
われるものから、1人対大人数の大規模なものまで、様々なスタイルのも
のがある。使う道具としては、対面形式ではパンフレットなど紙の媒体を
使ったり、あるいはパソコンを用いてその画面を直接提示する場合もある
が、大規模形式でおこなう場合はOH　Pを使ったり、パソコンが接続でき
るビデオプロジェクターで原稿を直接スクリーンに投影したりという方法
がとられる。デスクトップ型と比べても遜色のない性能を有するノート型
パソコンの登場により、研究発表の場においてもビデオプロジェクターを
用いたプレゼンテーションのスタイルを見かけることが多くなった。この
ようなスタイルのプレゼンテーションをDTPR（DeskTop　PResentation）
と呼んでいる。
2．『プレゼンテーション」の実習で期待される教育効果
　「プレゼンテーション」を情報教育に取り入れることによって、以下の
各面において様々な教育的効果が期待できる。
1．「情報の入手」の面から　　・データベースの使い方に習熟する。
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2．「情報倫理」の面から
3．「情報の整理」の面から
4．「共同作業」の面から
5．「情報の発信」の面から
・知的財産権の尊重。
・プレゼンテーション技法の修得。
・役割分担を守り、責任ある行動をと
る。
・社会に貢献するという意識を養う。
　1．については、発表用のスライドを作るための資料は書籍などのほか、
CDROMやインターネットから探すという方法が考えられる。図書館で
目的の図書を検索用端末を使って探すように、インターネットにおいて目
的の情報を検索するために必要な「Yahoo！（ヤフー）」などの「検索エンジ
ン」の使い方に習熟する必要がある。また、入手した情報の価値を見定め、
必要な情報のみを選別する目を養うことも重要である。
　2．については、入手した資料はそれを作った人の知的財産権を伴うも
のであるから、何の断わりもなく勝手に使用することのないよう、入手先
を明示するなど最低限のルールを守らせるように指導する必要がある。
　3．については、聞き手を惹きつける発表をするには自分達が集めた資
料をどのように使ってシナリオを組み立てれば良いのか、人にアピールす
るプレゼンテーションとはどのようにすれば良いのか、を工夫させる。
　4．について。2～3人の学生で班を組ませて発表させる場合は、班内
での役割分担などうまくチームワークをとって準備を進めなくてはならな
い。必ずしも気が合うわけではない相手ともチームを組んでプロジェクト
を進めていくと言う経験は大切なことである。それと同時に、出来得る限
り教員と学生、および学生間の意思の疎通をはかり、意見交換、議論など
が自由に活発に実現できる環境を整えることも大切である。
　5．について。情報は一方的に入手して消費するだけではいけない。学
生達には、自分達の側からも有益な情報を発信し、社会の一員として社会
に貢献しようという意識を持たせることが重要である。
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3．「プレゼンテーション』の実習の進め方
　以下の手順で実習を進めた。プレゼンテーション用のソフトとしてはMicrosoft
社のPower　Pointを利用した。なお、発表は大スクリーンとパソコンが接続
できるビデオプロジェクターを備えた教室で実施した。
a．概要説明
　プレゼンテーションの必要性、重要性、最近の状況等について説明する。
事前準備から、実際の発表、評価までの作業手順について実習の概要を説
明する。
b．プレゼンテーション用ソフトの実習
Power　Pointの「プレゼンテーションファイルの自動生成」の機能を用い
ることにより、プレゼンテーションファイルを自動生成で作ってみる。ス
ライドファイルの追加や削除、および画面の編集は必要に応じてできるこ
とを理解させる。
c．班分けとテーマの選択
　3人1組でグループ分けを行う。グループ毎にテーマを決めさせ、プレ
ゼンテーションの全体構成・スライドのデザインシートの作成について案
をまとめた計画書を提出させる。教員は計画書の内容を吟味し、必要なア
ドバイスを与える。
　テーマの例として、以下のものを提示した。
□　招致活動、国外編
・以下の地域から1つの国を選び、その国の住民になったつもりで、自国
　の名所・旧跡を紹介し、目本からの観光客を呼び寄せるためのP　Rを行
　なう。
　　カナダ、アメリカ、メキシコ、中米諸国（キューバ、グァテマラ、コ
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ロンビアetc）、ブラジル、アルゼンチン、チリ、ボリビアetc．
・外国（たとえば、目本）の資本を導入し、自国の産業を発展させ、同時
に雇用の促進を図るためのPRを行なう。
・優れた自国製品を紹介し、外国の会社に買ってもらうためのP　Rを行な
う。
・その他
□　招致活動、国内編
・お国自慢。1つの県を選び、その県の住民になったつもりで、その県の
　名所・旧跡を紹介し、観光客を呼び寄せるためのPRを行なう。
・工場を誘致し、地元の産業を発展させ、雇用の促進を図るためのP　Rを
　行なう。
・その他
□社会問題
・情報化社会の便利な点、不都合な点について調べる。
・トラブルに対する対策、注意すべき点をまとめる。
・改善策の提案。法律・法案など。
d．資料の収集
　学生達はグループ毎に、提出した計画書のシナリオに基づいて情報の入
手・資料の収集を行なう．
e．スライドの作成
　グループごとに発表資料（スライド）を作成する（実習）。発表に要する
時間は大体1グループ5～6分を目安とするので、発表に使うスライドの
枚数は6～7枚とする。多くても10枚を超えないよう指導する。
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f．発表
　指定したグループの順に発表を行なう。発表する者、パソコンを操作す
る者、補助する者などの役割分担はあらかじめ決めておく。発表は、代表
者1名でも、複数で交代で行っても良いものとする。あとから発表する班
が有利なので、早い順番となったグループの発表にはハンデを考慮する。
再挑戦は認める。
N．「経営情報科学皿」成績報告
　著者が担当した「経営情報科学H」の全3クラスの成績を第1表および
第2表に示す。
　　　　　　　第1表　　「経営情報科学∬」成績報告
クラス SAB CD H 合計
火曜1限Aクラス11 8 510 51251
月曜2限Cクラス1912 7 7 2 451
火曜3限Dクラス3010 2 10750
第2表　　「経営情報科学π』成績の統計データ
クラス 人数 H評価以
外の人数
回収アン
ケート数
授業回数 中央値 平均値 標準偏差
火曜1限Aクラス51名 39 28 13 77．0074．6918．09
月曜2限Cクラス51名 47 41 13 86．0082．4512．68
火曜3限Dクラス50名 43 38 13 91．0091．218．92
　第1表から、1限クラスにおいて不合格者（評価が「D」と「H」のも
の）の割合が特に多いことが分かる。コンピュータの実習を伴う授業の場
合は毎回異なる技法を学び、それらを積み重ねて行く必要がある。したがっ
て、1回でも授業を欠席すると他の者から大きく遅れることになり、ハン
デを背負い込むことになるのである。出席することがおっくうになりがち
な1限クラスにおいて不合格者が多いことにはこのような原因が考えられ
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る。2限や3限のクラスの成績が良いことは第2表の統計データからも明
らかである。
　また、今回のようにグループで作業を進めていくためには、あらかじめ
お互いの役割分担とスケジュール調整とをしっかりと決めておく必要があ
る。班分けの際には出席状況の良くないものは除いて、学籍番号の順にグ
ループを作るように配慮した。しかし、普段「経営情報科学H」の授業以
外ではあまり出会うことのないもの同士が同じグループとなった場合は、
作業のために授業のとき以外にも時間を決めて会うなどやりくりをするこ
とも必要である。
V．今回のアンケート調査
　前回1および前々回6同様、著者が担当した「経営情報科学H」の全3ク
ラスに対して授業アンケートを実施した。講義内容をいくっかの単元（章）
に分けて、各単元ごとに学生の理解度・習熟度を調べた。調査の実施時期
は1999年度の最後の講義（2000年1月17目と18目）の時間内である。
1．アンケートの内容
　質問項目は以下の通りである。
□これからの講義の参考にしたいと思いますので、以下の質問に答えてください（該当
する答を○で囲むこと）。
A．まず、実習に関連した内容について質問します．
1．表計算ノフト「Mlcrosoft　EXCEL97」について
内容について：a．興味がもてた　b．普通　c。興味がもてなかった
習熟度：a．かなり使える様になった　b．まあまあ使える様になった　c．普通
　d．あまり使える様にはならなかった　e．使えるよう様にはならなかった
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2．プレゼンテーション／・ソフト「MicrosoftPowerPoint97」について
内容について：a．興味がもてた　b．普通　c．興味がもてなかった
習熟度：a．かなり使える様になった　b．まあまあ使える様になった　c．普通
　　d．あまり使える様にはならなかった　e．使えるよう様にはならなかった
3．プレゼンテーション（発表）について
自分たちの発表内容ついて：a．興味がもてた　b．普通　c．興味がもてなかった
他の班の発表内容ついて：a．興味がもてた　b．普通　c．興味がもてなかった
発表の際の役割：a．発表をした　b．パソコンを操作した　c．補助をした
発表を自己採点すると：a．十分満足の行くものであった　b．まあまあ満足の行くも
のであった　c．普通　d．あまり満足の行くものではなかった　e．全然満足の行
くものではなかった
意見（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
B．つぎに、授業全般について質問します。
4．授業の内容
a．役に立つと思う　b．普通　c．あまり役に立たないと思う　d．わからない
意見（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
5．授業のレベルについて
a．難しいが、このままで良い。　b．難しいので、もっと易しくして欲しい。
c．ちょうど良い。　d．易しいので、もっと詳しくやって欲しい。
e。易しいが、このままで良い。
f．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
6．表計算ソフト「Microsoft　EXCEL97」の実習で用いたテキストにっいて
内容のレベル：a．難しい　b．やや難しい　c．普通　d．やや易しい　e．易しい
内容の範囲：a．広すぎる　b．やや広い　c．普通　d．やや狭い　e．狭すぎる
説明の仕方：a．分かりにくかった　b．普通　c．分かりやすかった
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7．プレゼンテーション・ソフト「Microsoft　Power　Point97」の実習で用いたテキスト
について
内容のレベル：a．難しい　b．やや難しい　c．普通　d．やや易しい　e．易しV・
内容の範囲：a．広すぎる　b．やや広い　c．普通　d．やや狭い　e．狭すぎる
記述の仕方：a．分かりにくかった　b．普通　c．分かりやすかった
8．コンピュータ教室のオープン利用について
利用時間（週あたり）：a．10時間以上　b。10時間～5時間　c．5時間～1時間
　d．1時間未満　e．利用なし
利用状況：a．空いていて十分利用出来た　b．やや混んでいた　c．普通
　　　　　d．利用出来ないこともあった　e．いつも利用できなかった
9．実習の際の授業サポート（アシスタント）体制について
対応状況：a．十分に教えてもらえた　b。普通　c．あまり教えてもらえなかった
必要性：a．必要である　b．必要でない　c．分からない
10．「経営情報科学H」で使った表計算とプレゼンテーションのソフトに対する印象
　a　興味を持ったので、これから使って行きたい。
　b　興味はあるが、あまり使いたくない。
　c　興味はないが、これからの時代では必要だと思うので、使って行きたい。
　d　興味はなく、使いたくない。
　e　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
11．大学における情報処理教育の内容に対する要望（2つ選んでください）
　a　いくっかのコンピュータ言語が使えるようになりたい。
　b　市販のパソコン・ソフト（ワープロ、データ・ベース等）が使えるようになりた
　　　い。
　c　取り敢えず、キーボード入力が出来るようになれば良い。
　d　いろいろな資格を取りたい。
　e　システム設計が出来るようになりたい。
一180一
経営学部における情報教育　VI．プレゼンテーションの情報教育への導入について
f．一般的な知識のみで十分である。
e．その他（ ）
12．その他、意見があったら書いてください。
（ ）
2．アンケート集計結果の分析
a．実習の内容と習熟度
　第3表に「表計算」と「プレゼンテーション」の実習の内容と習熟度に
ついての結果を示す。「表計算」（Microsoft　Excel97）の実習の内容につい
ては「興味がもてた」が72％、「普通」が26％で、これは以前の調査6のとき
とあまり変わらない。習熟度の方は「かなり使えるようになった」が6．5％、
「まあまあ使えるようになった」が約60％で、この両方合わせて約66％、
全体の2／3である。これも以前の調査のときとあまり変わらない。高校まで
のコンピュータ教育で、目本語ワープロは使ったことがあっても、表計算
ソフトまではあまり使ったことが無いようである。経営学部の学生にとっ
第3表　表計算とプレゼンテーションの実習の内容と習熟度
　　　　　　　　表計算ソフトについて　　　　プレゼンテーションソフトについて
ACD 全クラス 割合 ACD 全クラス 割合
内容について
興味がもてた 193028 77 72．0％ 162826 70 65．4％
普通 81！ 9 28 26．2％ 91212 33 30．8％
興味がもてなかった 000 0 0．0％ 110 2 1．9％
回答無し 101 2 1．9％ 200 2 1．9％
合計 284138 107 100．0％ 284138 107 100．0％
習熟度
かなり使えるようになった 223 7 6．5％ 263 11 10．3％
まあまあ使えるようになった 172819 64 59．8％ 142116 51 47．7％
普通 6912 27 25．2％ 8914 31 29．0％
あまり使えるようにはならなかった 1O1 2 1．9％ 333 9 8．4％
使えるようにはならなかった 000 O 0．0％ 000 O 0．0％
回答無し 223 7 6．5％ 122 5 4．7％
合計 284138 107 100．0％ 284138 107 100．0％
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ては、依然として、このソフトが非常に有益なソフトであることには変わ
りない。
「プレゼンテーション」の実習の内容については「興味がもてた」が65．4％、
「普通」が30．8％で、この両方で約96％、ほぼ全部と言って良い。習熟度
の方は「かなり使えるようになった」が10．3％、「まあまあ使えるようになっ
た」が47．7％で、この両方を合わせて58％、全体の約6割である。「あまり
使えるようにはならなかった」が8．4％で、表計算ソフトの場合より多い。
「興味はあるものの、使いこなすにはもう少し実習時問が欲しい」といっ
たところである。あるいは、発表の準備にあたっては役割分担をさせたの
で、コンピュータ操作を担当しなかった者はこのソフトに十分習熟できな
かったのではないかとも考えられる。
b．プレゼンテーション（発表）について
　第4表に実際に発表を行なった後の評価についての集計結果を示す。
まず、「自分達の班の発表について」は「興味が持てた」が54．2％、「普通」
が41．1％で、この両方合わせて約95％、ほぼ全部である。「他の班の発表内
容について」も「興味が持てた」が53．3％、「普通」が43％で、この両方合
わせて約96％、やはりほぼ全部である。これは学生達に与えたテーマが適
切な内容であったことを意味している。また、自分達が資料収集を通して
積極的に参加することで、より一層課題のテーマに興味を示すようになっ
たとも推定される。
　発表の際の役割については、「発表をした」が40．2％、「パソコン操作を
した」が35．5％、「補助をした」が19．6％である．途中で発表者が入れ替わ
るグループもあったので、「発表をした」がやや多い結果となったのであろ
う。事前に自分達でリハーサルをするように言ってあったが、それが十分
ではないグループがあった。たとえば、インターネットからダウンロード
した資料をそのままスライドに貼り付けたため、紹介する寺の名前が読め
ないなどというケースがあった。
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　　　　第4表　プレゼンテーション（発表）について
ACD 全クラス 割合
自分たちの班の発表について
興味がもてた 152122 58 54．2％
普通 111716 44 41．1％
興味がもてなかった 120 3 2．8％
回答無し 110 2 1．9％
合計 284138 107 100．0％
他の班の発表内容について
興味がもてた 161922 57 53．3％
普通 102016 46 43．0％
興味がもてなかった 010 1 0．9％
回答無し 210 3 2．8％
合計 284138 107 100．0％
発表の際の役割
発表をした 101716 43 40．2％
パソコン操作をした 91415 38 35．5％
補助をした 687 21 19．6％
回答無し 320 5 4．7％
合計 284138 107 100．0％
自班の発表の自己評価
十分満足の行くものであった 468 18 16．8％
まあまあ満足の行くものであった 112412 47 43．9％
普通 457 16 15．0％
あまり満足の行くものではなかった 749 20 18．7％
全然満足の行くものではなかった 010 1 0．9％
回答無し 212 5 4．7％
合計 284138 107 100．0％
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　自分達の班の発表に対する自分達の評価をまとめると、「十分満足の行く
ものであった」が16．8％、「まあまあ満足の行くものであった」が43．9％、
この両方で約60％である。あと「普通」が15％と「あまり満足の行くもの
ではなかった」が18．7％いる。資料集めやスライド作成はかなり達成感が
得られるので、半数以上の者が自分達の成果にほぼ満足したものと思われる。
c．授業全般について
　第5表に、授業の内容とレベルに対する学生の評価を示す。
　まず、内容に関しては「役に立つと思う」が90．7％で、圧倒的に学生の
支持を得られたことが分かる。以前の調査6では84％であったことを考える
とさらに伸びたわけである。支持が伸びた原因はもちろんプレゼンテーショ
第5表　授業の内容とレベルについて
ACD 全クラス 割合
授業の内容
役に立っと思う 253834 97 90．7％
普通 323 8 7．5％
あまり役に立たないと思う 001 1 0．9％
わからない 010 1 O．9％
回答無し 000 0 0．0％
合計 284138 107 100．0％
授業のレベルについて
難しいが、このままで良い 466 16 15．0％
難しいので、もっと易しくしてほしい 443 11 10．3％
ちょうど良い 192928 76 71．0％
易しいので、もっと詳しくやってほしい 120 3 2．8％
易しいが、このままで良い 001 1 0．9％
その他 000 0 0．0％
回答無し 000 0 0．0％
合計 284138 107 100．0％
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ンの導入であり、今回の改定によってそれが成功したことがはっきりとわ
かる。
　授業のレベルに対する学生の印象では、「ちょうど良い」が71％で、「難
しいが、このままで良い」の15％と合わせると86％である。一方、「難しい
ので、もっと易しくしてほしい」は10．3％を占めている。「講義が易しい」
と感じた学生の割合はゼロではないものの、極めて少ない。「ちょうど良い」
は以前の調査では53％であったから、これも大幅に改善されたことが分か
る。
d．共通テキストのレベルと範囲、および説明の仕方について
　「経営情報科学H」では実習用のテキストの「Excel97入門」、「プレゼン
テーション入門」を共通テキストとして採用して授業を行っている。「Exce1
97入門」は従来のものを利用し、今回のプレゼンテーションの導入に伴い、
新たに「プレゼンテーション入門」を黒澤が執筆した。
　まず、「Excel97入門」のテキストについてみると、内容のレベルが「や
や難しい」が34．6％で「普通」が55．1％である。以前の調査6ではそれぞれ
14．2％と64．9％であったので、やや難しい方へ移ったことが分かる。範囲
について言えば、「やや広い」が19．6％、「普通」が73．8％、両方で約93％、
ほぼ全部を占める。以前の調査では、それぞれ1L4％と74．4％であったの
で、今回もほぼ同じ結果であったと見なすことができる。説明の仕方では、
「普通」が57．9％、「分かりやすかった」が39．3％で、両方で約97％、これ
もほぼ全部を占める。学生は内容のレベルがやや高いと言う印象を持つも
のの、説明の仕方については理解できる線に達しているものと受け止めて
いる。
　次に、「プレゼンテーション入門」のテキストについてみると、内容のレ
ベルが「難しい」が7．5％、「やや難しい」が37．4％、この両方で約45％、
半数弱である。「普通」が49．5％であり、「易しい」と感じた学生の割合は
ゼロではないものの、極めて少ない。範囲について言えば、「広すぎる」が
3．7％、「やや広い」が21．5％、両方で約25％、全体の1／4である。「普通」
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が69．2％であるので、範囲については問題ない．説明の仕方では、「分かり
にくかった」が8．4％あるものの、「普通」が66．4％、「分かりやすかった」
が23．4％、この両方で約90％であるから、教材として問題はない。
第6表　表計算とプレゼンテーションで用いたテキストの内容のレベルと
　　　範囲・説明の仕方について
　　　　　　　　表計算ソフト　　　　　　　プレゼンテーションソフト
A CD 全クラス 割合 A C D 全クラス 割合
内容のレベル
難しい 1 1 1 3 2．8％ 2 3 3 8 7．5％
やや難しい 91414 37 34．6％121315 40 37．4％
普通 162221 59 55．1％ 132416 53 49．5％
やや易しい 2 3 1 6 5．6％ 10 1 2 1．9％
易しい 0 1 1 2 1．9％ 0 1 2 3 2．8％
回答無し 000 0 0．0％ 00 1 1 0．9％
合計 284138 107 100．0％284138 107 100．0％
内容の範囲
広すぎる 0 00 0 0．0％ 0 2 2 4 3．7％
やや広い 4 611 21 19．6％ 8 7 8 23 21．5％
普通 223225 79 73．8％ 193025 74 69．2％
やや狭い 12 1 4 3．7％ 10 1 2 1．9％
狭すぎる 0 11 2 1．9％ 0 1 1 2 1．9％
回答無し 100 1 0．9％ 0 1 1 2 1．9％
合計 284138 107 100．0％284138 107 100．0％
説明の仕方
分かりにくかった 00O 0 0．0％ 153 9 8．4％
普通 112526 62 57．9％ 192626 71 66．4％
分かりやすかった 161511 42 39．3％ 8 9 8 25 23．4％
回答無し 1 11 3 2．8％ 0 1 1 2 1．9％
合計 284138 107 100．0％284138 107 100．0％
e．オープン利用について
　課題として出された宿題をこなしたり、プレゼンテーションのスライド
作成のため、学生は授業の時以外にどれくらいコンピュータ教室をオープ
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ン利用しているかを調査した結果を第7表に示す。
　これによると、週あたり「5時間～1時間」の利用が50．5％で最も多く、
次いで「1時間未満」の利用が30．8％で、この両方で約81％である。っま
り、学生1人がオープン利用する時問は週あたり大体5時間未満であるこ
とが分かった。教室の利用状況は「やや混んでいた」が30．8％で「利用で
きないこともあった」が57％である。オープン利用で使える教室を増やす
など、早急に対策を講ずる必要がある。
第7表オープン利用について
AC D 全クラス 割合
利用時間（週あたり）
10時問以上 4 2 1 7 6．5％
10時問～5時間 2 52 9 8．4％
5時問～1時間 162018 54 50．5％
1時間未満 41316 33 30．8％
利用なし 2 1 ：し 4 3．7％
回答無し O00 0 0．0％
合計 284138 107 100．0％
利用状況
空いていて十分利用出来た 0 13 4 3．7％
やや混んでいた 101211 33 30．8％
普通 100 1 0．9％
利用出来ないこともあった 142522 61 57．0％
いつも利用できなかった 100 1 0．9％
回答無し 2 32 7 6．5％
合計 284138 107 100．0％
f　サポート体制について
実習の授業では、教員の指導を補助するために、学生アルバイトにTA
（教務補助）として協力をお願いしている。そのような状況の下において、
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サポートの対応状況やその必要性についての集計結果を第8表に示す。
　これによると、「十分に教えてもらえた」が47．7％、「普通」が45．8％で
あり、両方で約94％であるから、特に現状のままで問題はないものと判断
できる。また、サポートの必要性については「必要である」が88．8％で、
その他が「分からない」の7．5％であることを考えると、サポートは絶対に
必要であることが分かる。前回の教員側のアンケートの調査結果からもサ
ポートの必要性は認められている1。
第8表　サポート体制について
ACD 全クラス 割合
対応状況
十分に教えてもらえた 141918 51 47．7％
普通 121819 49 45．8％
あまり教えてもらえなかった 13 1 5 4．7％
回答無し 1 10 2 1．9％
合計 284138 107 100．0％
必要性
必要である 253535 95 88．8％
必要でない 01O 1 0．9％
分からない 34 1 8 7．5％
回答無し 012 3 2．8％
合計 284138 107 100．0％
g．表計算とプレゼンテーションソフトに対する印象
　第9表から表計算とプレゼンテーションソフトに対する学生の印象を見
てみよう。「興味をもったので、これから使っていきたい」という学生は75．7％
である。以前の調査6では約81％であったので、やや後退しものの、依然と
して高いレベルを保っていることが分かる。その他、「興味はあるが、あま
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り使いたくない」と答えた学生は11．2％、「興味はないが、これからは必要
だと思うので、使っていきたい」は10、3％である・「プレゼンテーション」
と言う新しい実習項目が追加され、それが受け入れられて、多くの学生は
「これから使っていこう」という気持ちになっているものと思われる。
第9表表計算とプレゼンテーションソフトに対する印象
A C D 全クラス 割合
興味を持ったので、これから使っていきたい 233028 81 75．7％
興味はあるが、あまり使いたくない 5 5 2 12 11．2％
興味はないが、これからは必要だと思うので、使っていきたい 0 4 7 11 10．3％
興味はなく、使いたくない 0 0 0 0 0．0％
その他 0 2 1 3 2．8％
回答無し 0 0 0 O 0．0％
合　　計 284138 107 100．0％
h．情報教育に対する要望
　大学における情報教育に求められる内容についての学生の要望（2項目
を選択）を第10表にまとめた。「コンヒ。ユータ言語を学ぶ」（13．6％）より
は、「市販のパソコン・ソフトが使えるようになりたい」（36．9％）と「資
格をとりたい」（31．8％）という意見が圧倒的に多い。以前の調査6と比べる
とr資格をとりたい」が若干増えている。また、その時の調査と同様・今
回もrキーボード入力ができればよい」（L9％）とか「一般的な知識のみ
第10表　大学における情報教育に対する要望
A CD 全クラス 割合
いくっかのコンピュータ言語が使えるようになりたい 71210 29 13．6％
市販のパソコン・ソフトが使えるようになりたい 212632 79 36．9％
取り敢えザキーボード入力ができるようになればよい 1 1 2 4 1．9％
いろいろな資格をとりたい 143024 68 31．8％
システム設計が出来るようになりたい 5 9 5 19 8．9％
一般的な知識のみで十分である 3 3 1 7 3．3％
その他 0 0 0 0 0．O％
回答項目1つのみ 5 1 2 8 3．7％
回答無し 0 00 0 0．0％
合計 568276 214 100．0％
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で十分」（3．3％）という程度の消極的な目的意識の学生は極めて少ない。
3．学生の意見
　アンケート用紙には択一式に解答を選ぶだけではなく、自由な形式で意
見を書く欄も設けてある。以下ではその欄に書かれた学生諸君の意見の内
代表的なものを示す。まずは、rプレゼンテーション」に関して
・パソコンを使ってチームワーク良くできた。（複数あり）
・知らない人同士でやるよりも、友達同士でやった方が時間もとりやすい
　し、やりやすいと思いました。（複数あり）
・最初は面倒だと思っても、自分達でやることで関心が増してきて面白かっ
　たと思いました。（複数あり）
・他のグループの発表を見て、自分達のプレゼンテーションで改善すべき
　点が分かって勉強になった。（複数あり）
っぎに、「授業の内容」に関して
・今までほとんどコンピュータを使ったことがなかったがとても役にたっ
　た。（多数あり）
・基本からやってもらえて良かった。（複数あり）
・パソコンを使える時問をもっと増やして欲しかった。（多数あり）
・これからの社会では絶対に必要だと思う。（複数あり）
・現代はコンピュータが不可欠の時代であるけれども、初心者には用語が
　分からず困った。
「授業のレベル」に関して
・説明が少し速かった。
・僕には少しぺ一スが速かったのですが、下のレベルにまるっきり合わせ
るのは無理だと思うので、このままで良いと思う。（複数あり）
・多少難しくても、努力すれば良いだけのことなので。
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・進度が速すぎて、ついていけなかった。
最後に、「その他の意見」
・もっといろいろな使い方を知っていきたい。（複数あり）
・コンピュータ実習がすごく楽しかったです。身につきました。（複数あり）
・学校のコンピュータ数が足りなくて利用できない目があるので、もっと
　増やして欲しい。（多数あり）
・パソコンに興味を持てるような授業内容で楽しかったです。（多数あり）
・もう少しゆっくり授業を進めて欲しいです。そうすればもっと深く理解
　できると思います。（複数あり）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上。
u．結論
今回の成績調査およびアンケート調査をまとめると、以下の通りである。
1．1限クラスにおいて不合格者の割合が多い。これはグループで作業
　を進めるというプレゼンテーション実習特有の事情が関係しているも
　のと思われる。
2．表計算ソフトの実習の内容と習熟度については以前の調査のときと
　大きな違いはない。表計算ソフトは有益なソフトとして受け取られて
　いる。
3．プレゼンテーションソフトの実習については、もう少し実習時問が
　必要であると学生達は考えている。
4．発表にあたって、事前のリハーサルの必要性など課題は残っている
　が、プレゼンテーションの結果について言えば、学生達は自分達の成
　果にほぼ満足している。
5．授業全般については、多くの学生が、この授業は「役に立つ」内容
　で、レベルも「ちょうど良い」と受け取っている。
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6　パソコンに興味を持ち、「これからも使っていきたい」、という学生
は相変わらず大多数を占めている。
7　実習用のテキストはレベル、範囲、説明の仕方のいずれの点でも、
特に問題はないことが判明した。
8　学生1人の週あたりのオープン利用の時間はおおよそ5時間未満で
ある。オープン利用の教室はいつも混雑して、利用できないこともあっ
たことが分かった。早急に対策をとる必要がある。
9　情報関連の資格を取りたいという学生は減少傾向にあり、取得を考
えている学生は全体の約3割くらいである。
　コンピュータを利用した「読み」・「書き」の技術に加えて、「プレゼンテー
ション」を取り入れること、つまり、「情報の収集と発信」の手段を教える
という形で行なった今回のカリキュラム改定であったが、成功し、その目
的は十分達成された。プレゼンテーションの実施にあたってはテーマの選
び方、学生の指導の仕方がカギである。学生達はうまく探せば良質の資料
が手に入ること、入手データの著作権を尊重すること、チームワークの重
要性をこの自習から学んだものと思われる。
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